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23件の議案を、すべて全会一致で可決しました

ところざわサクラタウン（仮称）…株式会社KADOKAWAの製造・物流機能及び図書館、美術館、博物館等の文化コンプレックス
等で構成される「COOL  JAPAN  FOREST」の拠点施設です。（建設予定地…所沢市東所沢和田三丁目（旧所沢浄化センター跡地））

議案第58号　平成28年度所沢市一般会計補正予算（第1号）
旧所沢浄化センター跡地利用プロポーザル事業　2億2,688万3千円

　旧所沢浄化センター跡地　の残存施設の除去及び市
道拡幅整備工事の実施に当たり、想定していなかった
追加作業が発生したため、株式会社KADOKAWAと協
議、検証を行い、費用を精算するものです。

Ｑ 高額になっている要因、理由について確認したい。

Ａ 汚泥の消化槽の解体を進める中で、密閉槽内の汚
泥の性状が当初の想定と異なり、除去の処理が難しい
汚泥であることが判明し、増大したものである。
　（お問合せ先：産業振興課　☎2998－9157）

汚泥の除去費用を精算
議案第58号　平成28年度所沢市一般会計補正予算（第1号）

市道2-572号線改良事業　1,800万円

　「ところざわサクラタウン（仮称）　」周辺の路線に
ついては、交通量の増加が見込まれることから、渋滞
緩和のため、道路の拡幅及び交差点改良工事を実施し、
地域の安全性や利便性の向上を図るものです。

Ｑ 東川沿いの拡幅予定部分には桜の木が植わってい
るが、この工事によって何本ぐらい伐採されるのか。

Ａ なるべく残したほうがいいことは承知しているが、
道路を川側に拡幅するので、伐採する必要があると考
えている。伐採本数は現在12本の予定である。
　（お問合せ先：道路建設課　　☎2998－9172）

渋滞緩和のため、市道の拡幅を行います

市長提出議案のおもな内容
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平成28年8月から、ひとり親家庭等に支給する児童扶養手当の加算額の上限について、所得に応じ、第2子については月額5千円から、
最大1万円に、第3子以降については月額3千円から、最大6千円に引き上げられることになりました。

議案第58号　平成28年度所沢市一般会計補正予算（第1号）
福祉総合システム（児童扶養手当システム）改修事業　410万4千円

　児童扶養手当法の一部改正　が平成28年8月に施行
されることに伴い、児童扶養手当システムを改修する
ものです。

Ｑ 今回の制度改正の対象となる人数は何人なのか、
またシステム改修に対する国からの補助はどうなって
いるのか。

Ａ 平成27年度末時点で、支給対象世帯は2,028世帯、
そのうちの多子世帯は約850世帯と想定している。シス
テム改修費用については、地方交付税措置と県からの
情報を得ている。
　（お問合せ先：こども支援課　　☎2998－9124）

議案第61号　所沢市産業振興ビジョン策定委員会条例
　　　　　　 制定について

　本市における産業施策の今後の方向性を示す「所沢
市産業振興ビジョン」の策定に当たり、必要な調査及
び審議を行う附属機関である委員会の運営等に関して
条例を制定するものです。

Ｑ 平成28年度、平成29年度の2カ年でビジョンを策定
とあるが、具体的な策定時期の目標やスケジュールに
ついてお示しいただきたい。

Ａ 本年の8月ごろに策定委員会を設置して諮問し、来
年8月ごろに答申をいただき、9月ごろまでにはビジョ
ンを策定していきたいと考えている。
　（お問合せ先：産業振興課　　☎2998－9157）

法改正による児童扶養手当の拡充に対応
議案第58号　平成28年度所沢市一般会計補正予算（第1号）

各種予防接種事業（B型肝炎）4,909万円　

　厚生労働省において、B型肝炎ワクチン接種の有効性、
必要性について審議が行われ、平成28年10月から定期
接種として実施するものです。対象年齢は生後1歳に至
るまでです。

Ｑ 対象年齢を生後1歳に至るまでとした理由を伺い
たい。

Ａ 予防接種を接種した年齢が若いほど抗体を獲得す
る率が高いことと、抗体の持続期間が長くなることか
ら1歳未満としたものである。
　（お問合せ先：健康管理課　　☎2991－1811）

B 型肝炎ワクチンの定期接種を

産業施策の方向性を示すビジョンを作成 !
議案第58号　平成28年度所沢市一般会計補正予算（第1号）

個人番号カード交付事業　797万1千円

　当初の見込みに比べ、交付申請件数が増加したこと
に伴い、マイナンバーカードの交付窓口や相談・案内
業務において、必要な人員等を確保し、市民への交付
事務を遅延なく実施するものです。

Ｑ 交付申請をしてから実際に交付されるまでどれぐ
らいの日数がかかっているのか、平均日数を教えてい
ただきたい。

Ａ これまでのところ、1件当たりほぼ3カ月というこ
とで進んでいた。今後は処理能力が向上することで、
待機時間も相当短くなると考えている。
　（お問合せ先：市民課　　☎2998－9087）

マイナンバーカードの迅速な交付に向けて
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議会基本条例改定に関する調査・研究を行うため、平成27年6月に設置した特別委員会です。設置後、協議を重ねるなどしながら
改定素案を作成し、条例改正に至りました。なお同委員会については、6月13日をもって廃止となりました。

議案第1号　所沢市議会基本条例の一部を改正する条例 
　　　　　  制定について

　広聴活動を充実させ、市民参加を促し、議会による
政策形成をより積極的に行うため、条例を改正しまし
た。また、災害時における議会の活動、議決事件の追
加、他の自治体の議会と交流及び連携、議会事業評価
及び議会改革の評価を追加しました。

　※今回の一部改正に当たっては、5月28日に議会基本
条例改定に関する報告会を開催し、法政大学教授の廣
瀬克哉氏からの基調講演、議会基本条例改定に関する
特別委員会　からの改定素案の報告を行いました。

議案第63号　所沢市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に
　　　　　　 関する条例の一部を改正する条例制定について

　障害児者等に対する地域生活支援事業において個人番号
の利用を開始すること及び補装具・点字図書自己負担補助
等において利用する特定個人情報を追加すること並びに行政
手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律の一部改正に伴い、所要の改正を行うものです。

Ｑ 障害児者等には難病患者の方も入るということな
ので、かなりの人数がマイナンバーを使うことになる
が、使う必要性を伺いたい。

Ａ 転入者の提出書類が省略でき、前住所地からの情報
が得られるので早くサービスにつなげられると考えている。
　（お問合せ先：障害福祉課　　☎2998－9116）

議案第70号 監査委員選任の同意を求めることについて
 大舘　隆行議員
 （自由民主党・無所属の会・3期）

議案第71号 監査委員選任の同意を求めることについて
 桑畠　健也議員
 （至誠自民クラブ・4期）

諮問第2号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める
 ことについて
 須藤　とく子氏（山口・再任）

諮問第3号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める
 ことについて
 浅田　衛氏（中新井五丁目・新任）

諮問第4号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める
 ことについて
 都築　京子氏（下富・新任）

マイナンバー利用対象の拡大に対応

議会基本条例を改正しました
　議案第6号　次期介護保険制度改正における福祉用具、
　　　　　　  住宅改修の見直しに関する意見書について

　次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修
の見直しにおいては、高齢者の自立を支援し、介護の
重度化を防ぐといった介護保険の理念に沿って介護が
必要な方の生活を支える観点から継続することを強く
要望するものです。

　議案第7号　食品ロス削減に向けての取り組みを進める
　　　　　　  意見書について

　農林水産省によると、日本では年間2,797万トンの
食品廃棄物が発生しており、このうち632万トンが食
品ロスと推計されています。国、地方公共団体、国民、
事業者が一体となって食品ロス削減に向けて取り組み
を進めるため、早急に取り組むことを強く求めるもの
です。

　※意見書の全文は、市議会ホームページの「議会の
審議情報」をご覧ください。

意見書2件を可決

人事関係

監査委員選任・人権擁護委員推薦に同意

委員会提出議案 議員提出議案
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Topics!

Topics!

一日も早い復興をお祈り申し上げます熊本地震への支援を行いました

所沢市議会の議会改革が評価されました16位にランキングされました!（1,460議会中）
　早稲田大学マニフェスト研究所が全国の1,460議会を
対象に実施した「議会改革度調査2015」で、当市議会が
総合順位で第16位となりました（昨年度は68位でした。）。
　当市議会では、政策研究審議会条例の制定、議会基本
条例の改正、新たな市民参加の取り組みなどさまざまな
議会改革を行っていますが、今後もさらに市民の皆さま
の負託に応えるべく、取り組みを進めていきます。

所沢から輝け!!十両昇進を決めました！
　ところざわ市議会だよりの前号の表紙を飾った、所沢市出身の力士
大輝関が、5月場所で念願の十両昇進を決めました！夢や目標として
語ってくれた三役（大関・関脇・小結）や横綱を目指し、さらなる活
躍に期待がかかります。
　皆さまからの応援をよろしくお願いします。

総合順位TOP5
＜1位＞　北海道芽室町議会
＜2位＞　滋賀県大津市議会
＜3位＞　三重県四日市市議会
＜4位＞　新潟県上越市議会
＜5位＞　三重県鳥羽市議会

　当市議会では、各議員からの義援金、議会報告会の際
などに皆さまからお預かりした義援金を合わせ、合計
403,476円の義援金を熊本県、大分県にそれぞれお渡し
しました。
（熊本県:30万円、大分県:10万円、日本赤十字社:3,476円）

　被災された方々に心よりお見舞い申し上げるととも
に、一日も早い復興をお祈り申し上げます。
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総務経済常任委員会

　平成28年第2回（6月）定例会は、6月13日から
7月5日の23日間で開催されました。
　初日の6月13日には正副議長選挙が行われ、左記
のとおり正副議長が選出されました。また、一部委
員会委員の選任等が行われ、以下のとおり委員会構
成が決定しました。
※名前の右の数字は、当選回数です。
※議長は、所沢市議会委員会条例の規定により、
　常任委員会には所属していません。

所沢市
議会の

市政全般の企画や調整、財務、市税、契約、防災、商業、農業、観光等に
関することを審査します。

委員長から一言
当委員会では地域防災に関する調査研究を行い、7月に所沢市議会政策研究審議会に「大学生等の消防団への入団促
進策」について諮問を行った。引き続き、所管する部局の課題について、積極的に調査研究を行っていきたい。
◎委員長 ○副委員長

青木利幸②
自由民主党・
無所属の会

あお き としゆき

桑畠健也④
至誠自民
クラブ

くわはたけん や

秋田　孝⑤
至誠自民
クラブ

あき た たかし

粕谷不二夫①
自由民主党・
無所属の会

かす や ふ じ お

島田一隆②
民進ネット
リベラルの会

しま だ かずたか

荒川　広⑨
日本共産党

あらかわ ひろし

松崎智也②
未来

まつざきとも や

福原浩昭③
公明党

ふくはらひろあき

健康福祉常任委員会

地方創生に関する特別委員会

国民健康保険、福祉、保健、医療等に関することを審査します。

委員長から一言
社会問題化している子どもの貧困問題について、政策討論会等も視野に入れ重点的に取り組みたい。また市民目線で
積極的に課題を抽出し、副委員長、委員の皆さまとともに丁寧に取り組み、活発な委員会活動を行いたい。
◎委員長 ○副委員長

亀山恭子②
公明党

かめやまきょうこ

越阪部征衛⑤
自由民主党・
無所属の会

お さか べ せい え

中村　太④
至誠自民
クラブ

なかむら とおる

平井明美⑧
日本共産党

ひら い あけ み

矢作いづみ④
日本共産党

や さく

末吉美帆子③
民進ネット
リベラルの会

すえよし み ほ こ

近藤哲男②
自由民主党・
無所属の会

こんどうてつ お

吉村健一③
公明党

よしむらけんいち

◎委員長　中村　　太　　○副委員長　松本　明信
　島田　一隆　　　城下　師子　　　平井　明美
　粕谷不二夫　　　大石　健一　　　亀山　恭子
　杉田　忠彦　　　吉村　健一　　　越阪部征衛

議会運営委員会
◎委員長　福原　浩昭　　○副委員長　近藤　哲男
　荒川　　広　　　小林　澄子　　　石本　亮三
　赤川　洋二　　　植竹　成年　　　青木　利幸
　入沢　　豊　　　桑畠　健也　　　中村　　太
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市民文教常任委員会

■議長就任の挨拶
　この度、第62代所沢市議会議長に就任いたしました。
　地方分権の進展や少子高齢化・人口減少など、時代の変化が
あるなか、議会の果たすべき役割は、今後ますます増大するも
のと実感しております。
　所沢市議会は、これまでも議会改革を進めてまいりました
が、改正した議会基本条例に基づき、広聴活動をより充実し、
市民の皆さまの声を議会運営に反映させるとともに、政策形成
につなげてまいりたいと考えております。
　議長として、公正・公平な議会運営はもとより、市民の皆さ
まの幸せを第一義に考え、またそのための歩みを止めることな
く、前に進めてまいりたいと考えておりますので、引き続き、
市民の皆さまには、市議会に対する深いご理解とご協力を賜り
ますよう、心よりお願い申し上げ、就任の挨拶といたします。

文化芸術、地域づくり、小・中学校の教育、公民館、図書館等に関すること
を審査します。

委員長から一言
当委員会は6月に、文化財保護に関する提言を教育委員会に提出した。所管する市民部、教育委員会は課題が山積し
ており、今年度も積極的に調査研究を行い、その結果を市政に反映させていきたい。
◎委員長 ○副委員長

石本亮三③
民進ネット
リベラルの会

いしもとりょうぞう

荻野泰男③
至誠自民
クラブ

おぎ の やす お

西沢一郎③
公明党

にしざわいちろう

大石健一③
自民クラブ

おおいしけんいち

植竹成年②
公明党

うえたけなりとし

小林澄子④
日本共産党

こ ばやし こすみ

石原　昂①
自由民主党・
無所属の会

いしはら たかし

入沢　豊②
自由民主党・
無所属の会

いりさわ ゆたか

建設環境常任委員会 道路、都市計画、再開発、区画整理、公園、上下水道、環境対策、ごみ対策
等に関することを審査します。

委員長から一言
所沢駅東西の開発、ファルマン通り交差点の改良、東所沢のところざわサクラタウン周辺、最終処分場の動き、都市
高速鉄道12号線延伸への活動等々、所沢市の街づくり、環境整備について、しっかりと審査していきたい。
◎委員長 ○副委員長

松本明信②
自由民主党・
無所属の会

まつもとあきのぶ

村上　浩④
公明党

むらかみ ひろし

大舘隆行③
自由民主党・
無所属の会

おおだちたかゆき

谷口雅典②
未来

たにぐちまさのり

赤川洋二④
民進ネット
リベラルの会

あかがわよう じ

城下師子⑤
日本共産党

しろしたのり こ

杉田忠彦③
至誠自民
クラブ

すぎ た ただひこ

浅野美恵子④
至誠自民
クラブ

あさ の み え こ

広聴広報委員会
◎委員長　西沢　一郎　　○副委員長　小林　澄子
　荒川　　広　　　島田　一隆　　　末吉美帆子
　粕谷不二夫　　　松崎　智也　　　植竹　成年
　石原　　昂　　　荻野　泰男　　　浅野美恵子

第62代議長

中　　毅志④
（自由民主党・無所属の会）

第63代副議長

荻野　泰男③
（至誠自民クラブ）
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！質

問

一
般
質
問
っ
て
な
に
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
員
が
市
に
対
し
て
行
う
質
問
で
す
。

あ
な
た
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り

ま
す
か
？

※
各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
か
ら
、
１
項
目
を
抜
粋

し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
の
熊
本
地
震
で
車

中
泊
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
が
、
旧
町
地
区
に
は

そ
の
た
め
の
十
分
な
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
。
車
中
泊
で
避
難

さ
れ
て
い
る
方
々
の
把
握
も
、

支
援
物
資
を
届
け
る
う
え

で
必
要
だ
と
思
う
が
、
対

応
や
場
所
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
。

危
機
管
理
監　
避
難
者
名

簿
へ
の
登
録
を
呼
び
か
け

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ

る
。
情
報
提
供
に
は
、
防

災
無
線
や
ほ
っ
と
メ
ー
ル
、

F
M
ラ
ジ
オ
等
を
駆
使
し

て
い
き
た
い
。
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い

場
合
は
、
公
共
施
設
敷
地

内
へ
の
移
動
や
、
災
害
支

援
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
駐
車
に
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
な
ど
対
応

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
本
年
３
月
発
表
の
消
費

動
向
調
査
で
は
、
若
い
世

代
の
商
店
街
の
利
用
度
の

低
さ
が
明
ら
か
と
な
っ
た

一
方
、
20
歳
代
の
方
か
ら

は
地
域
通
貨
や
地
域
共
通

券
な
ど
の
要
望
が
あ
る
。

新
た
な
方
策
も
含
め
、
支

援
の
検
討
の
必
要
性
が
あ

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

産
業
経
済
部
長　
商
店
街

の
今
後
を
考
え
る
と
、
若

い
世
代
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
商

店
街
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
本
調
査
の
結

果
に
つ
い
て
、
関
係
者
の

方
々
の
ご
意
見
も
伺
い
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
多
く
の
学
校
で
は
、
小

中
学
校
の
入
学
式
の
日
時

が
重
な
っ
て
い
る
が
、
地

域
に
よ
っ
て
は
時
間
を
ず

ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
保
護
者
の
方
々
に
、

晴
れ
て
入
学
式
を
迎
え
る

子
ど
も
た
ち
を
見
て
も
ら

う
た
め
、
別
の
日
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　
以
前
は

別
の
日
に
実
施
し
た
り
、

午
前
、
午
後
に
分
け
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
総
合
的

に
判
断
し
、
同
日
に
開
催

す
る
日
程
に
至
っ
て
い
る
。

子
ど
も
や
保
護
者
に
と
っ

て
大
き
な
節
目
の
日
で
あ

り
、
大
切
な
行
事
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
中
学
校
区
で

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、
時
間
等
の
調
整
を
行

い
、
学
校
へ
働
き
か
け
て

い
く
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通　
な
ど

の
新
た
な
手
法
の
実
現
可

能
性
は
。
ま
た
地
域
ご
と

に
手
法
を
変
え
て
公
共
交

通
を
考
え
る
と
い
っ
た
検

討
が
必
要
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

経
営
企
画
部
長　
地
域
公

共
交
通
会
議
で
ご
検
討
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
今
後
、

実
現
可
能
性
も
検
討
対
象

に
な
る
と
考
え
る
。
ま
た

地
域
公
共
交
通
は
地
域
に

よ
り
事
情
や
ニ
ー
ズ
が
異

な
る
た
め
、
地
域
の
声
を

聞
き
な
が
ら
検
討
す
べ
き

と
い
う
声
も
出
て
お
り
、

今
後
検
討
課
題
と
な
る
と

考
え
て
い
る
。

一
般

質

問

他の人も乗り合っての目的地までの送迎などを提供する、新しい公共交通サービスです。一般的には、利用者は電話で利用時間や目的地を
予約し、車は乗り合う人を時間に合わせて順に迎えに行き、全ての人を目的地まで送ります。近年では自治体での導入も行われています。

熊
本
地
震
を
受
け
、車
中
泊
へ
の
対
応
は

小
中
学
校
の
入
学
式
を
　

別
の
日
に
で
き
な
い
か

若
い
世
代
に
商
店
街
を

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
は

と
こ
ろ
バ
ス
の
見
直
し
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
近藤哲男

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

民進ネット
リベラルの会
島田一隆

至誠自民
クラブ
杉田忠彦



ところざわ市議会だより

9

平成28年（2016年）8月17日

　
平
成
27
年
度
の
、
給
食

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
単
独
調

理
校
で
の
地
場
産
野
菜
の

使
用
率
、
ま
た
納
品
し
て

い
る
農
家
の
軒
数
、
新
規

就
農
者
な
ど
へ
の
、
納
品

を
推
進
す
る
周
知
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

産
業
経
済
部
長
　
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
で
は
7
．

7
%
、
単
独
調
理
校
で
は

14
．
8
%
が
地
場
産
野
菜

で
あ
る
。
農
家
の
数
で
は
、

第
三
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
1
軒
、
15
校
あ
る
単
独

調
理
校
に
は
16
軒
の
農
家

が
納
品
し
て
い
る
。
農
家

へ
の
働
き
か
け
は
、
関
係

部
署
や
実
績
の
あ
る
農
家

の
紹
介
に
よ
り
、
納
品
の

可
否
に
つ
い
て
個
別
に
新

規
の
農
家
と
相
談
し
て
き

た
も
の
で
あ
る
。

　
国
で
は
公
立
小
中
学
校

の
統
廃
合
に
関
す
る
基
準

を
お
よ
そ
60
年
ぶ
り
に
見

直
し
た
が
、
5
年
後
、
10

年
後
の
市
内
の
児
童
生
徒

数
の
推
移
を
伺
い
た
い
。

学
校
教
育
部
長
　
平
成
28

年
5
月
1
日
現
在
の
児
童

数
は
1
万
6
，
7
7
1
人
、

生
徒
数
は
8
，
0
0
6
人

で
あ
る
。
5
年
後
は
児
童

数
が
2
．
1
%
、
生
徒
数

が
3
．
5
%
の
減
、
10
年

後
は
児
童
数
が
13
．8
%
、

生
徒
数
は
7
．
6
%
の
減

と
推
計
し
て
い
る
。
地
域

的
格
差
や
社
会
増
減
も
あ

り
、
的
確
な
推
計
は
難
し

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
計
画
の
期
間
は
、
市
長

の
任
期
に
合
わ
せ
て
前
期

4
年
、
後
期
4
年
で
あ
る

が
、
新
し
く
市
長
が
就
任

し
た
と
き
に
は
、
既
に
計

画
は
そ
の
年
に
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
、
市
長
に
な
っ

た
4
年
間
の
ほ
と
ん
ど
が

前
の
市
長
が
策
定
し
た
計

画
と
な
る
。
新
し
く
な
っ

た
市
長
の
考
え
方
を
入
れ

た
方
が
よ
い
の
で
は
。

副
市
長
　
第
6
次
所
沢
市

総
合
計
画
で
は
、
前
期
基

本
計
画
を
6
年
間
と
す
る

な
ど
調
整
を
行
う
選
択
肢

も
あ
り
、
基
本
構
想
を
策

定
し
て
い
く
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
の
拡
充
な
ど
努
力
を

し
て
い
る
が
、
な
か
な
か

浸
透
し
て
い
な
い
。
悩
み

や
必
要
と
し
て
い
る
も
の

に
対
す
る
市
の
施
策
の
マ

ッ
チ
ン
グ
、
情
報
提
供
を

拡
充
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

産
業
経
済
部
長
　
就
農
相

談
の
中
で
、
支
援
制
度
や

そ
の
活
用
方
法
の
ご
案
内
、

ま
た
県
や
J
A
い
る
ま
野

と
連
携
し
て
作
付
技
術
の

提
供
を
行
う
な
ど
、
十
分

に
情
報
共
有
を
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
新
規
就

農
者
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ

農
業
振
興
課
に
ご
案
内
い

た
だ
き
た
い
。

　
北
久
米
交
差
点
か
ら
東

京
方
面
へ
つ
な
が
る
第
3

工
区
の
、
土
地
買
収
や
工

事
予
定
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。
ま
た
、
市
や
警
察
と

意
見
交
換
を
し
た
い
と
い

う
住
民
の
要
望
に
応
え
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。

建
設
部
長
　
県
に
よ
る
と

平
成
28
年
5
月
末
時
点
の

用
地
取
得
率
は
72
．
3
%

で
、
今
後
は
、
ま
と
ま
っ

た
用
地
を
確
保
し
た
箇
所

か
ら
今
年
度
中
に
実
施
し

た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
工
事
着
手
の
際
に
説

明
会
を
開
催
す
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
市
と
し

て
も
丁
寧
な
説
明
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
早
期
の

完
成
を
要
望
し
て
い
き
た

い
。

　
昔
と
比
べ
今
の
貧
困
は
、

関
係
性
の
貧
困
、
社
会
的

孤
立
で
あ
る
。
地
域
社
会

へ
積
極
的
に
参
加
し
、
助

け
助
け
ら
れ
る
関
係
性
が

高
齢
期
の
幸
福
度
を
高
め

る
の
で
は
な
い
か
。
制
度

を
活
用
し
、
お
金
が
な
く

て
も
生
活
を
楽
し
み
、
人

間
関
係
を
豊
か
に
持
つ
高

齢
者
を
増
や
し
た
い
が
、

市
の
で
き
る
こ
と
は
。

福
祉
部
長
　
地
域
の
住
民

同
士
が
お
互
い
を
知
り
、

助
け
合
え
る
関
係
構
築

　
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
、
情
報
発
信
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整

備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
、
所
沢
市
こ
ど
も
と
福

祉
の
未
来
館
を
拠
点
に
し

て
展
開
し
た
い
。

第2次所沢市地域福祉計画では、「互いの顔が見える、地域でみまもり支え合えるまち」を基本理念とし、「地域福祉のコミュニティ
づくり」「身近な地域に広がるネットワークづくり」「安全・安心に地域で生活できる環境づくり」を基本方針として設定しています。

新
規
就
農
の
促
進
に
つ
い
て

将
来
の
市
内
の
児
童
生
徒
数
は

飯
能
所
沢
線
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

日本共産党
城下師子

自由民主党・
無所属の会
青木利幸

民進ネット
リベラルの会
末吉美帆子

至誠自民
クラブ
秋田　孝

第
6
次
所
沢
市
総
合
計
画
の

計
画
期
間
と
市
長
の
任
期
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
粕谷不二夫

貧
困
を
断
つ
た
め
に市

の
で
き
る
こ
と
は

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

至誠自民
クラブ
浅野美恵子
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国
は
要
介
護
2
以
下
の

利
用
者
を
原
則
自
己
負
担

と
し
、
保
険
給
付
の
割
合

を
大
幅
に
引
き
下
げ
る
と

提
案
し
て
い
る
。
介
護
用

具
レ
ン
タ
ル
補
助
は
重
症

化
を
防
い
で
き
た
と
言
え

る
し
、
全
額
自
己
負
担
で

き
る
人
は
限
ら
れ
る
。
国

に
提
案
を
撤
回
す
る
意
見

を
上
げ
ら
れ
な
い
か
。

福
祉
部
長
　
国
で
は
来
年

に
は
法
案
を
提
出
す
る
予

定
と
聞
い
て
い
る
。
市
と

し
て
も
、
軽
度
者
で
も
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
こ

と
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
お
り
、
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
狭
隘
化
を
緩
和
す
る
た

め
に
中
富
方
式
の
ほ
う
か

ご
と
こ
ろ
　
を
検
討
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
余
裕
教
室
が
な
い
と

い
う
課
題
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
教
室
が
利
用
で
き
な

い
場
合
、
教
育
委
員
会
と

協
議
し
て
、
体
育
館
を
利

用
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
未
来
部
長
　
放
課

後
児
童
対
策
実
施
方
針
に

お
い
て
、
中
富
型
の
放
課

後
児
童
対
策
一
体
運
営
事

業
は
大
変
効
果
的
な
事
業

で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を

目
指
す
と
掲
げ
て
お
り
、

現
在
、
教
育
委
員
会
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

教
室
以
外
の
学
校
施
設
の

活
用
に
つ
い
て
も
引
き
続

き
協
議
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

　
当
市
は
荒
川
か
ら
大
久

保
浄
水
場
を
経
て
く
る
県

水
に
9
割
依
存
し
て
い
る
。

こ
の
県
水
の
供
給
が
減
っ

た
場
合
、
断
水
は
起
こ
ら

な
い
の
か
。
ま
た
保
育
園
、

幼
稚
園
な
ど
子
ど
も
の
施

設
や
高
齢
者
施
設
な
ど
が

断
水
と
な
っ
た
場
合
、
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

上
下
水
道
部
長
　
大
幅
に

制
限
さ
れ
た
場
合
、
高
台

等
の
一
部
地
域
に
お
い
て
、

水
の
出
が
弱
く
な
っ
た
り
、

断
水
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
。
そ
の
際
に
は
事
前
に

お
知
ら
せ
を
行
い
、
水
の

く
み
置
き
等
の
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
施
設

が
断
水
と
な
っ
た
場
合
、

必
要
に
応
じ
給
水
車
な
ど

に
よ
る
応
急
給
水
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
市
内
の
小
中
学
校
の
体

育
館
で
は
窓
ガ
ラ
ス
の
飛

散
防
止
対
策
が
行
わ
れ
て

い
な
い
。
割
れ
て
し
ま
う

と
、
災
害
時
指
定
避
難
所

と
し
て
危
険
で
あ
り
、
ま

た
冬
場
は
寒
さ
を
し
の
ぐ

こ
と
も
で
き
な
い
。
飛
散

防
止
対
策
に
向
け
た
計
画

策
定
な
ど
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

教
育
総
務
部
長
　
学
校
施

設
の
老
朽
化
が
進
み
、
ト

イ
レ
や
防
音
校
舎
の
改
修

事
業
な
ど
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
ガ
ラ

ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
の

工
事
費
が
高
額
で
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
天
井
の
照
明

器
具
な
ど
の
落
下
防
止
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は

壁
の
時
計
な
ど
に
つ
い
て

も
進
め
て
い
き
た
い
。

放課後児童クラブとほうかごところとを一体的に運営する、放課後児童対策一体運営事業のことで、この事業は、平成27年4月か
ら、中富小学校でスタートしています。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の自

己
負
担
化
に
つ
い
て

水
不
足
が
発
生
し
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て

児
童
ク
ラ
ブ
の
狭
隘
化
へ
の

対
応
に
つ
い
て

災
害
時
指
定
避
難
所
の耐

震
化
に
つ
い
て

民進ネット
リベラルの会
石本亮三

日本共産党
小林澄子

　
墓
地
計
画
地
に
隣
接
し

た
里
山
保
全
地
域
に
開
発

事
業
者
が
無
断
で
立
ち

入
っ
て
伐
採
、
形
状
変
更

を
行
い
、
市
の
制
止
後
も
、

市
へ
の
連
絡
も
な
く
作
業

を
再
開
さ
せ
た
。
条
例
違

反
を
犯
し
た
事
業
者
に
対

し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対

応
を
取
る
の
か
。

市
長
　
当
市
で
3
カ
所
目

の
保
全
緑
地
指
定
地
で
、

多
く
の
地
権
者
の
方
々
の

ご
協
力
に
よ
り
実
現
し
た

も
の
で
あ
り
、
誠
に
遺
憾

で
あ
る
。
現
在
、
国
・
県
・

市
で
今
後
の
対
応
を
協
議

し
て
お
り
、
適
切
に
対
応

し
て
い
く
。

　
関
係
者
と
の
接
触
は
丁

寧
に
進
め
て
い
た
だ
き
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

着
工
や
供
用
開
始
な
ど
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
い
か
が
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
今

年
度
に
つ
い
て
は
基
本
計

画
の
策
定
や
基
礎
測
量
を

実
施
し
、
来
年
度
以
降
は
、

用
地
交
渉
を
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
基
本
設
計
、

生
活
環
境
影
響
調
査
、
実

施
設
計
な
ど
を
行
い
、
国

の
交
付
金
も
活
用
し
な
が

ら
、
平
成
33
年
に
着
工
、

36
年
に
供
用
開
始
を
目
指

し
て
い
る
。

三
ケ
島
二
丁
目
の
里
山
保
全
地
域

へ
の
無
断
立
ち
入
り・作
業
に
つ
い
て

（
仮
称
）第
2
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
建
設
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
松本明信

自民クラブ
大石健一

公明党
植竹成年

民進ネット
リベラルの会
赤川洋二
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ミ
ュ
ー
ズ
大
ホ
ー
ル
の

屋
上
に
上
が
っ
た
と
こ
ろ
、

非
常
に
広
い
ス
ペ
ー
ス
が

あ
っ
た
。
中
ホ
ー
ル
の
屋

上
に
も
そ
れ
な
り
に
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
が
、
こ
う

い
っ
た
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

し
て
太
陽
光
発
電
が
で
き

な
い
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
に
耐

え
ら
れ
る
設
計
と
な
っ
て

い
る
か
不
明
で
あ
り
、
な

か
な
か
難
し
い
と
考
え
ら

れ
る
が
、
マ
チ
ご
と
エ
コ

タ
ウ
ン
所
沢
構
想
の
観
点

か
ら
も
総
合
的
に
勘
案
し
、

可
能
な
限
り
導
入
し
て
い

き
た
い
。

　
自
ら
の
命
と
財
産
を
自

ら
の
手
で
守
ろ
う
と
す
る

人
を
応
援
し
た
い
。
建
築

物
の
移
転
や
対
策
工
事
に

つ
い
て
、
既
存
の
制
度
の

さ
ら
な
る
情
報
提
供
を

行
っ
た
り
、
補
助
金
制
度

創
設
に
向
け
た
意
向
確
認

を
行
う
こ
と
な
ど
も
必
要

だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

危
機
管
理
監
　
地
す
べ
り

等
関
連
住
宅
融
資
制
度
な

ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
説
明
会
等
で
お
話
し

て
い
る
。
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
他
自
治
体
の
動
向

や
補
助
事
業
の
内
容
も
含

め
、
見
定
め
て
い
き
た
い
。

　
情
報
共
有
、
支
援
の
取

り
組
み
の
一
例
と
し
て
、

成
長
の
記
録
や
健
康
管
理

面
か
ら
、
母
子
健
康
手
帳

の
電
子
化
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

健
康
推
進
部
長
　
国
で
は

母
子
健
康
手
帳
や
各
種
健

康
診
断
の
情
報
な
ど
、
子

ど
も
の
健
康
、
成
長
の
デ

ー
タ
を
電
子
的
に
統
合
管

理
す
る
仕
組
み
作
り
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
転
出
し

て
も
使
用
で
き
る
よ
う
、

電
子
母
子
健
康
手
帳
の
標

準
化
な
ど
に
つ
い
て
も
検

討
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
は

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

　
延
伸
に
向
け
た
協
議
に

あ
た
り
、
埼
玉
県
、
新
座

市
、
清
瀬
市
、
所
沢
市
の

4
自
治
体
で
会
社
を
つ

く
っ
た
場
合
や
、
そ
こ
か

ら
県
を
除
い
た
3
市
で
第

3
セ
ク
タ
ー
を
つ
く
っ
た

場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
費

の
試
算
を
行
う
な
ど
、
市

民
へ
の
情
報
提
供
を
も
っ

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
営
企
画
部
長
　
ご
提
案

の
内
容
は
、
今
後
延
伸
協

議
会
に
お
い
て
検
討
や
調

査
を
行
っ
て
い
く
上
で
の

取
り
組
み
の
1
つ
に
な
っ

て
く
る
か
と
思
う
が
、
費

用
計
算
に
は
そ
れ
な
り
の

費
用
が
か
か
っ
て
く
る
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
検
討

し
な
が
ら
、
試
算
が
出
た

場
合
に
は
お
知
ら
せ
し
て

い
き
た
い
。

　
市
内
業
者
・
市
外
業
者

で
価
格
に
6
割
の
差
が
開

い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

現
状
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
コ
ス
ト
削
減
を
発
注

課
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
価
格
差
が
大
き
い
場

合
に
は
、
契
約
課
や
発
注

課
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

与
え
る
な
ど
コ
ス
ト
削
減

に
努
め
る
べ
き
で
は
。

副
市
長
　
物
品
契
約
で
は

国
の
方
針
で
地
域
の
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
等

の
積
極
活
用
を
図
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
原
則
と

し
て
市
内
業
者
を
選
定
し

て
い
る
が
、
高
額
で
あ
っ

た
り
特
殊
な
物
品
の
入
札

に
つ
い
て
は
市
外
業
者
ま

で
対
象
を
広
げ
、
サ
ー
ビ

ス
確
保
と
コ
ス
ト
削
減
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　
2
0
0
8
年
以
降
、
日

本
を
除
く
全
て
の
五
輪
開

催
地
・
開
催
予
定
地
で
罰

則
を
伴
う
受
動
喫
煙
防
止

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

体
制
を
少
し
ず
つ
整
え
、

ま
た
今
か
ら
市
民
に
意
識

の
醸
成
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

健
康
推
進
部
長
　
こ
れ
ま

で
も
周
知
・
啓
発
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
特
に
子

ど
も
は
影
響
を
受
け
や
す

く
、
副
流
煙
や
受
動
喫
煙

に
つ
い
て
正
し
く
ご
理
解

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
を
機
に
、
国
で
も
受

動
喫
煙
対
策
の
法
制
化
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

努
力
し
て
い
き
た
い
。

土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律で指定された、土砂災害のおそれのある区域のことで、土砂災害
警戒区域、土砂災害特別警戒区域の2種類があり、当市では合計47カ所が指定を受けています。

都
市
高
速
鉄
道
12
号
線延

伸
に
つ
い
て

特
別
警
戒
区
域
　
等
に
あ
る

建
築
物
等
に
つ
い
て

入
札
契
約
制
度
に
つ
い
て

日本共産党
荒川　広

未来
谷口雅典

公明党
亀山恭子

未来
松崎智也

母
子
健
康
手
帳
の
電
子
化
を

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
、受
動
喫
煙
の
防
止
を

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
の

屋
上
で
太
陽
光
発
電
を

自由民主党・
無所属の会
越阪部征衛

至誠自民
クラブ
中村　太
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議
会
を
実
際
に
傍
聴

し
て
み
た
い
の
だ
!

で
も
ち
ょ
っ
と
緊
張
す
る

し
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
の
だ
。
ど
う

や
っ
た
ら
見
れ
る
の
だ
?

教
え
て
ほ
し
い
の
だ
!

市
役
所
3
階
の
議
会

事
務
局
で
、
簡
単
な

傍
聴
申
込
書
に
ご
記
入
い

た
だ
く
だ
け
で
、
本
会
議
、

委
員
会
と
も
に
ど
な
た
で

も
傍
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
れ
ま
で
傍
聴
を
し
た
こ

と
の
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
、
議
会
の
雰
囲
気

を
体
感
し
に
い
ら
し
て
く

だ
さ
い
。

　
最
近
、
米
軍
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
基
地
周
辺
の
高

層
住
宅
や
学
校
な
ど
の
上

空
を
頻
繁
に
飛
び
交
う
こ

と
に
よ
る
苦
情
を
聞
く
。

夜
間
訓
練
を
控
え
る
要
望

を
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
危
険
で
あ
る
こ
と
も

あ
り
、
昼
間
の
中
止
も
求

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

経
営
企
画
部
長　
訓
練
中

止
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら

求
め
る
こ
と
は
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
決
定
は

米
軍
側
と
な
る
。
申
し
入

れ
に
つ
い
て
は
、
北
関
東

防
衛
局
と
も
相
談
を
し
て

み
た
い
。

乳房の乳腺の密度が高い状態にあることをいいます。特に異常がある状態ではありませんが、マンモグラフィーで撮影した場合に
全体的に白く映ってしまうため、同じく白く映る乳がん等のしこりとの区別がつきにくいという特徴があります。

み
み
丸
の
、こ
こ
が
聞
き
た
い
!

│
議
会
を
生
で
見
た
い
の
だ
!
│

米
軍
の
飛
行
訓
練
を

中
止
し
て
い
た
だ
き
た
い

日本共産党
平井明美みみ丸

　
学
童
保
育
の
入
所
児
童

と
適
正
人
数
の
差
が
8
0

0
人
も
あ
る
。
定
員
の
2

0
0
%
を
超
え
て
い
る
施

設
は
9
施
設
あ
る
が
、
そ

う
い
っ
た
施
設
を
ど
う
改

善
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
法
律
が
変
わ
り
、

児
童
館
の
生
活
ク
ラ
ブ
も

3
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で

と
な
り
、
ど
ん
ど
ん
受
け

入
れ
る
と
足
り
な
く
な
る

の
は
当
然
だ
が
、
費
用
や

場
所
は
ど
う
な
の
か
と
い

う
中
で
、
そ
れ
に
対
応
す

べ
く
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

前
を
向
い
て
進
ん
で
は
い

る
が
、
な
か
な
か
解
決
で

き
な
い
問
題
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。

　
高
濃
度
乳
腺
　
の
場
合
、

検
診
で
異
常
の
有
無
が
わ

か
り
づ
ら
く
、
超
音
波
検

査
を
受
診
し
た
方
が
よ
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
内

で
は
超
音
波
検
査
が
可
能

な
の
か
。
ま
た
超
音
波
検

査
を
隔
年
で
で
き
る
自
治

体
も
あ
り
、
当
市
で
も
ご

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

健
康
推
進
部
長　
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
5
医
療

機
関
で
は
可
能
で
あ
る
。

国
の
指
針
の
中
で
、
乳
が

ん
検
診
の
検
査
項
目
は
問

診
お
よ
び
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
と
さ
れ
、
本
市
で

は
視
触
診
も
実
施
し
て
い

る
。
超
音
波
検
査
は
将
来

的
に
対
策
型
検
診
と
し
て

導
入
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
今
後
も
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

定
員
の
2
0
0
%
を
超
え
る

学
童
保
育
施
設
の
改
善
を

乳
が
ん
検
診
に
超
音
波
検
査
の
導
入
を

公明党
吉村健一

日本共産党
矢作いづみ

Ｑ

Ａ
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参加者

参加者

参加者

参加者

参加者

議員

議員

議員

議員

議員

議会報告会を開催しました
　議会をより身近なものに感じていただけるよう、議会情報を議員が直接、市民の皆さんに報告するとともに、
議会や市政に関するご意見を市政に反映させるため、5月14日と20日に議会報告会を開催しました。
　当日参加者からいただいた議会および市政に関するご意見・ご要望と回答を抜粋したものです。
　全容は、ホームページに掲載しています。

所沢駅西口の開発で、公園を先に造り、ふれあい通り線があり、その向こうは計画地ということ
だが、具体的に何を作るのか。

駅から進むと広場にぶつかり、その奥は再開発整備事業としてマンションを建てる。またその奥
は西武鉄道が持っているが、ショッピングモールなどの建設をするという話である。

がん検診（前立腺がん）の話で50歳から80歳までの男性で5歳刻みということで1,000円の補助
があるということだが、どこへ申請すればいいのか。

市内の協力医療機関で行っている。広報などを見て申し込みをしてほしい。

健幸ポイントについて、歩けば5,000円とのことだが、よくわからない。歩けばお金をもらえる
のか。また、パソコンがなくても申請はできるのか。

トコろん健幸マイレージ事業は、国民健康保険も財政上非常に厳しいので、市民が少しでも運動
して健康であることが結果的・効果的には市の財政を助けていくということで始まった。歩いた
歩数やデータに合わせてポイントが増やせる。ポイントは所沢産の野菜などと交換になる。
申請は市役所やコンビニでできる。

東西連絡道路整備事業について、鉛汚染の問題があるとのことだが、かつては大きな穴を掘り廃
棄物と思われるものを捨てていたこともある。基地全般について調査をお願いしたい。

貴重なご意見ありがとうございます。

放課後児童クラブの狭隘化が著しく3カ所増設するとのことだが、根本的なやり方や対策を考えな
いといけないし、増えたから追加では間に合わないと思うが、皆さんの考えを伺いたい。

市としてはどう強化をするのか、さまざまな手を打っており、また教育委員会と協議をしっかり
しているところである。子供たちがいい方向で学校生活が送れるように取り組んでいきたいと思
う。今課題になっている、放課後の生活の場であるところが狭隘化でストレスの場になっている
状況について、市民文教常任委員会では教育委員会にアプローチをしていこうと思っている。

平成28年5月14日（土）
場所：保健センター 301会議室

平成28年5月20日（金）
場所：所沢市役所全員協議会室
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本構想が目指す方向性や実施事業のコンセプト等について、幅広い分野で活躍されている9名の方が、ジェネラルプロデューサー
（所沢市長、株式会社KADOKAWA会長）への助言を行っています。

閉
会
中
の
・・・

定
例
会
が
な
い
と
き
も…

…

こ
こ
で
は
、
定
例
会
の
な
か
っ
た
期
間
に
行
わ

れ
た
、
議
会
や
委
員
会
と
し
て
の
活
動
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
知
っ
て
い
ま

し
た
か
?

議
会
活
動

COOL JAPAN FOREST構 想 の ア ド
バイザリーボード　が関わる施設

「コンティ多摩センター」にて視察を
行いました。

12日 地方創生に関する
　　　　　　　特別委員会視察

一般財団法人地域開発研究所 上席主
任研究員の牧瀬稔氏を講師に迎え、
市役所全員協議会室で研修会を行い
ました。

20日 議員研修会

5日

12日

13日

14日

15日

20日

議会基本条例
改定に関する
特別委員会
地方創生に
関する特別委員会
健康福祉
常任委員会

市民文教
常任委員会

議会基本条例
改定に関する
特別委員会
広聴広報委員会
市議会

議会運営委員会

委員会

視　察

委員会

委員会

委員会

委員会
研修会

委員会

議会基本条例改定について

会員制複合施設コンティ多摩センター
について
特定事件「保健・医療について」
・産前・産後ケアについて
特定事件「市民文化について」
・文化財保護のあり方と今後について
特定事件「学校教育について」
・新たな三学期制について

議会基本条例改定について

市議会だより第178号の校正について
人口減少時代の地方創生について
議会基本条例改定に関する特別委員会
との合同審査
議会運営に関する事項

4月
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平成28年（2016年）8月17日

議会運営委員会では「予算特別委員会」「議会基本条例第27条に基づく見直し」「ICT化の推進」「視察受け入れ」、広聴広報委員会
では「市議会だより」「インターネット中継」「議会ポスター」「SNSの運用」「政策討論会」「みみ丸の活用」を対象としました。

群馬県吾妻郡中之条町、群馬県渋川市
で、クローズド型最終処分場の視察を
行いました。

10日 建設環境常任委員会視察

東京都中野区役所で、学校統廃合及
び学区の見直しについて視察を行い
ました。

12日 市民文教常任委員会視察

5月・6月

　議会運営委員会では「議会ICT化の推進」など4事業　や議会改革について、広聴広報
委員会では「所沢市議会SNSの活用」など6事業　について評価を行い、議会評価報告書
を作成しました。
　詳細は、左のQRコードか、所沢市議会HP「議会改革」から「議会評価」とお進みください。

Pick up!
6/6　議会の事業や議会改革について自己評価を行いました

　健康福祉常任委員会、市民文教常任委員会がそれぞれ昨年から調査を行ってきた結果を、
「産前・産後ケア体制の支援強化に関する提言」「今後の文化財保護のあり方に関する提言」
としてまとめ、6月定例会で報告しました。
　提言の内容は、左のQRコードか、所沢市議会HP「委員会の活動」からそれぞれの会議
録をご参照ください（健康福祉常任委員会は5/10、市民文教常任委員会は5/23）。

Pick up!
5/10・23　市に提言 ! 産前・産後ケア／文化財保護

5月
9日

10日

12日

14日
20日

23日

28日

6月
6日

地方創生に
関する特別委員会

市議会

市民文教
常任委員会

建設環境
常任委員会

健康福祉
常任委員会
市民文教
常任委員会

市議会

市民文教
常任委員会

議会基本条例
改定に関する
特別委員会

議会運営委員会

広聴広報委員会

委員会

説明会

委員会

視　察

委員会

視　察

議　会
報告会

委員会

報告会

委員会

委員会

COOL JAPAN FOREST構想について

COOL JAPAN FOREST構想について

特定事件「市民文化について」
・所沢市民文化センターミューズについて
吾妻東部衛生センター一般廃棄物最終
処分場について
渋川地区広域圏清掃センターエコ小野
上処分場について
特定事件「保健・医療について」
・産前・産後ケアについて

学校統廃合及び学区の見直しについて

3月定例会の報告
意見交換
特定事件「学校教育について」
・学校統廃合及び学区の見直しについて
特定事件「市民文化について」
・所沢市民文化センターミューズについて
・文化財保護のあり方と今後について

議会基本条例改定に関する報告会

議会運営に関する事項
（議会評価について　ほか）
議会事業評価表について　ほか

6月13日～7月5日　平成28年第2回（6月）定例会

5/10
健康福祉常任委員会

5/23
市民文教常任委員会

平成28年6月
所沢市議会
議会評価報告書

5月

5月
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故
か
夏
に
な

る
と
太
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
食

べ
す
ぎ
な
の
か
ビ

ー
ル
の
飲
み
す
ぎ

な
の
か
。
以
前
購
入
し
た
腹
筋
用
健

康
器
具
を
フ
ル
活
用
し
、
体
型
維
持

に
努
め
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
西
）

っ
と
い
う
間
に
お
盆
も
過
ぎ
、

あ
と
数
カ
月
で
大
晦
日
。
一

緒
に
遊
ぶ
孫
の
成
長
を
見
れ
ば
時
の

早
さ
も
う
な
ず
け
る
。
で
も
、
ゆ
っ

く
り
時
を
刻
も
う
ね
。
　
　
　（
荒
）

山
丘
陵
の
湿
地
に
蛍
を
見
に

行
っ
た
。
白
い
無
数
の
光
が

瞬
く
。
所
沢
で
天
然
の
蛍
が
見
ら

れ
る
と
は
感
動
。
儚
い
愛
し
い
命
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
も
見
せ
た

い
な
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
末
）

　
広
聴
広
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委
員
会
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小
林
　
澄
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松
崎
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也
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成
年
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昂
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野
　
泰
男

　
浅
野
美
恵
子

　
◎
…
委
員
長
　
〇
…
副
委
員
長

編集後記

次の定例会は 9 月 6 日からの予定です。

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く
人たちをご紹介します。第3回目は、所沢在住
のスキーフリースタイル・ハーフパイプの選手、
鈴木沙織さんにお話を伺いました。

　
3
歳
で
ス
キ
ー
を
始
め
た
少
女
は
、一

時
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
で
高
校
生
国
内
ラ
ン

キ
ン
グ
の
上
位
と
な
る
も
、
そ
の
後
、
美

容
師
の
道
を
選
ぶ
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
ス

キ
ー
が
好
き
!
再
び
第一線
に
返
り
咲
き
、

現
在
は
平
昌
五
輪
を
目
指
し
て
日
々
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
る
。

┃
高
校
を
卒
業
し
、
競
技
生
活
に一度

ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
ま
し
た
。
　

　
高
校
の
3
年
間
で
日
本
代
表
に
な
れ

な
か
っ
た
ら
辞
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
大
学
の
推
薦
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

ス
キ
ー
に
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
大

学
へ
行
き
な
が
ら
続
け
る
よ
り
は
、
親
を

安
心
さ
せ
る
た
め
に
も
自
立
し
た
い
と

考
え
、
引
退
を
決
意
し
ま
し
た
。

┃
引
退
後
は
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
?

ま
た
競
技
を
再
開
し
た
き
っ
か
け
は
?

　
美
容
師
の
道
に
進
み
ま
し
た
。
実
は
、

も
と
も
と
美
容
室
が
大
好
き
で
（
笑
）。

　
資
格
を
取
っ
て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

同
世
代
の
人
た
ち
が
ス
キ
ー
を
し
て
い
る

の
を
見
て
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
自
分
が
選
ん
だ
道
だ
か
ら
と

思
っ
て
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
時
ふ

と
「
こ
れ
っ
て
若
い
う
ち
じ
ゃ
な
く
て
も

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
?
」「
ス
キ
ー
は
今
し

か
な
い
!
」
と
思
っ
て
、
す
ぐ
に
今
の
コ

ー
チ
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
考
え
る
前

に
動
い
ち
ゃ
う
タ
イ
プ
な
ん
で
す
（
笑
）。

┃
所
沢
市
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
?

　
航
空
記
念
公
園
や
八
国
山
緑
地
を
、

何
も
考
え
ず
に
無
心
で
歩
い
た
り
し
て
い

ま
す
。
多
摩
湖
の
周
り
や
狭
山
湖
の
堤

防
も
好
き
で
、
走
っ
た
り
し
ま
す
し
、
た

ま
に
行
き
た
く
な
り
ま
す
。
所
沢
は
走

る
場
所
が
も
の
す
ご
く
多
い
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
に
と
っ
て
は
い
い
街
だ
と
思

い
ま
す
。

┃
今
後
の
目
標
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
。
出
る
こ

と
で
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
い
て
、
ち

ょっ
と
負
け
そ
う
だ
な
っ
て
い
う
人
に
も
、

私
を
見
て
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
も
ら
え
た

ら
そ
れ
が一番
嬉
し
い
で
す
。

　
復
帰
し
て
か
ら
の
5
年
の
間
に
、
右
ひ

ざ
の
怪
我
と
手
術
、
リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
今

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
こ
こ
ま
で
来

ら
れ
た
こ
と
も
伝
え
た
い
。
な
の
で
、
と

に
か
く
見
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
。
皆

さ
ん
の
力
に
な
れ
た
ら
そ
れ
が
一
番
で
、

目
標
は
目
標
で
す
が
、
そ
の
先
に
あ
る
こ

と
の
方
が
私
に
と
っ
て
は
大
切
な
ん
で
す
。

Ｑ＆Ａ
所沢から輝け!!

聴かせて！聴かせて！

平成2年1月9日山形県に生まれる。
小学校5年生からアルペンスキーを始
め、将来を期待されるが、高校卒業後、
美容師の道へ進む。その後21歳で、フリ
ースタイルという形で競技に復帰。
（過去の主な成績）
ニュージーランドワールドカップ4位
レボリューションツアーFISレース優勝
マンモスマウンテンワールドカップ4位

－スキーは今しかない!
　　　私を見て頑張ろうと思ってもらえたら、それが一番嬉しい－

議員たちの・・・

夏
何

あ狭


